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1  表彰状を持ってほほ
えむメンバー
2  ㊤化学肥料　㊦化学
肥料の殻。塩屋海岸で
見つかったもの
3  水田の排水口にネット
を設置して実験

■松前町ホームページアドレス　https://www.town.masaki.ehime.jp/　■携帯電話　http://www.town.masaki.ehime.jp/mobile
※ QR コードは、（株）デンソーウェーブの登録商標です。
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　「
は
ん
ぎ
り
競
漕
」
と
い
え

ば
河
内
裕
里
さ
ん
。
久
し
ぶ
り

の
は
ん
ぎ
り
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
さ
す
が
世
界
記
録
保
持

者
！
あ
っ
と
い
う
間
に
感
覚
を

取
り
戻
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
の
栄
冠
は
誰
の
手
に

輝
く
の
で
し
ょ
う
か
。
塩
屋
海
岸

で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。  （
西
尾
）

「伊予農業高等学校
希少植物群保全プロジェクトチーム」
高校生による海洋環境保全に　
関する公開研究発表会で最優秀賞

海の生態系に甚大な影響を与えるといわれるプラスチックごみ。5ミリ以下

のものは、「マイクロプラスチック」と呼ばれ、海に流出すると回収は困難。
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　伊予農希少植物群保全プロジェクトチームは、2月
11日、兵庫県で開催された 「令和4 年度高校生によ
る海洋環境保全に関する公開研究発表会」で全国7
校の頂点となる最優秀賞を受賞しました。受賞した
研究は、農地から流出するマイクロプラスチックの量
や流出を防ぐための方法について調査したもの。
　横

よこ

田
た

太
たい

我
が

さんが、「暑い日も、寒い日も塩屋海岸
で調査をした」と振り返るように、令和 4 年1月から
12月まで月1回、マイクロプラスチックの堆積状況を
調査。久

く

保
ぼ

田
た

徠
らい

夢
む

さんは、「全員で手分けして作業
をするよう心掛けた」と話し、メンバーへの声掛けを
大切にしました。「一度、長浜の海でも調査したけど、
1個しか見つからなかった」と驚くのは、西

にし

森
もり

翔
しょう

さん。
塩屋海岸では、合計15,941個ものマイクロプラスチッ
クを発見し、うち9,487個 （59.5％）は水田から流出
していると考えられる化学肥料の殻でした。

上
かみ

天
かけ

翔
る

さんは、「水田の排水口にネットを付け
たり、代かきの時に水を入れすぎないようにしたりす
ることで流出を防ぐことができる」と調査結果から
導いた解決方法を胸を張って話し、西

にし

岡
おか

直
なお

優
ひろ

さん
は、「マイクロプラスチックが少しでも減るように、啓
発を続けていきたい」と意気込んでいます。メンバー
は、これからも自然環境を守るために調査を続けます。

かた


